
『

写

真

に

よ

る

原

爆

災

害

記

録
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仮

比

画

童
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題
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出
版
へ

仁
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記
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団
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。

出

版

の

趣

ヒニa
日

映
画

「
原
子
爆
弾
の
効
果
」

は

も
と
も
と
故
仁
科
先
生
の
指
導
・
援
助
に
よ
っ
て
完

．日
’

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

昨
年
ア
メ
リ
カ
当
局
か
ら
日
本
側
に
引
き
渡
さ
れ
、

テ
レ
ビ
そ
の

他
で
公
駒
さ
れ
て
全
国
的
な
反
響
を
よ
ん
だ
。

と
れ
を
機
会
に
記
録
写
真
を
中
心
と
し
て
、

こ
の
映
画
を
紙
上

K
再
構
成
し
て
、

つ
の
歴
史
的
記
録
と
し
て
後
世
に
残
し
た
い
と
い
う

声
は
、

仁
科
記
念
財
団
関
係
者
の
み
で
な
く
、

ひ
ろ
ぐ
各
方
面
か
ら
ょ
せ
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
出
版
企
画
は
、

と
の
要
請
に
答
え
る
も
の
で
、

も
ち
ろ
ん
、

海

外

CD 

読

者

も

考

慮

K
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。

r「

参

考

、ーー’

原

爆

映

画

と

故

仁

科

博

士

「
原
爆

映
画
」

の
製
作
が
日
本
映
画
社
で
着
手
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
発
端
は
、

日
本
映
画

社
か
ら
仁
科
先
生

K
相

談

が

あ

り
h

先
生
の
指
導
を
得
て
科
学
的
記
録
映
画
の
方
針
が
立
て

ら
れ
た
と
と
に
は
じ
ま
る
。

そ
し
て
、

原
爆
災
害
調
査
団
の
映
画
班
と
し
て
現
地
誠
影
を
進



め
た
。

十
月
中
勾
長
崎
で
米
軍
側
か
ら
撮
影
中
止
命
令
を
う
け
、

同
時
に
学
術
調
査
の
公
的

な
活
－
勤
も
中
止
さ
れ
た
。

と
の
中
止
の
時
点
で
、

活
動
が
中
断
し
た
の
は
、

映
画
と
し
て
は
計
画
の

2
5
、

学
術
謁

査
は
日
米
合
同
調
査
団
の
組
織
中
氏
記
載
さ
れ
て
い
た
医
学
班
を
除
く
他
の
全
調
査
で
あ
っ

た
。

そ
れ
か
ら
十
二
月
中
句
ま
で
の
二
ヶ
月
間
、

仁
科
先
生
は
殆
ん
ど
連
日
、

米
軍
関
係
者

と
連
絡
し
て
調
査
と
撮
影
の
再
開
を
は
か
ら
れ
た
が
、

映
画
は
つ
い
に
没
収
さ
れ
た

Q

り
て
の

ま
ま
で
は
、

映
画
は
破
棄
散
逸
し
て
し
ま
う
か
ら
、

上
映
で
き
る
作
品

K
ま
と
め
て
な
き
た

い
と
い
う
日
映
側
の
提
案
に
よ
り
、

米
軍
側
の
監
督
の
も
と
で
、

長
崎
の
再
撮
影
と
、

こ
れ
ト

に
並
行
す
る
放
射
能
分
布
測
定
が
広
島
、

長
崎
で
行
な
わ
れ
た
。

米
軍
側
は
、

完
成
を
い
そ
ぎ
日
限
を
き
め
て
い
た
が
、

仁
科
先
生
は
、

学
術
記
録
映
画
は

た
だ
フ
ィ
ル
ム
を
つ
左
ぎ
、

説
明
を
つ
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
と
を
主
張
し
、

そ
れ
を
了
解
さ
せ
る
た
め
の
労
を
と
ら
れ
た
。

し
か
し
結
果
と
し
て
は
、

仕

方

が

な

い

か

ら

簡
単
に
し
て
合
く
の
だ
な
と
、

半
ば
あ
き
ら
め
て
な
ら
れ
た
。

翌
年
五
月
九

映
画
は
で
き
た
。

日
比
谷
で
の
公
式
試
写
会
に
は
仁
科
先
生
の
出
席
は
断
ら

れ
た
。

（
日
本
側
は
製
作
担
当
者
一
名
の
み
）



「
原

爆

映
画
」

は
と
の
よ
う
に
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
ア
ィ

ノレ

ム

一
切
が
米
国
へ
も
ち
去
ら
れ

人
寸
」

o

v
J
 

「
原

爆
映
画
」

の
返
還
交
渉
を
は
じ
め
て
か
ら
七
年
、

映
画
は

M
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
一
戻
つ

て

一木

た
。

そ
の
プ
リ
ン
ト
状
態
は
良
好
で
左
ぐ
、

資

料

と

し

て

も

満

足

で

き

る

も

の

で

は

な

V, 
0 

ま
た
こ
れ
を
ゐ

学
術
資
料
と
し
て
見
る
と
、

当

時

の

変

則

的

状

況

下

で

つ

く

ら

れ

た

ζ

の
映
画
が
正
し
ぐ
理
解
さ
れ
る
た
め
に
は
、

補
助
資
料
作
成
の
必
要
が
生
れ
た
。

と
の
点
は
、

故

嵯

峨

根

博

士

が

企

画

案

（

メ

モ

）
を
用
意
さ
れ
た
と
な

D
で
あ
る
。

-3-

と
こ
ろ
で
、

幸
い
左
と
と
に
、

当
時
映
画
撮
影
に
同
行
し
た
写
真
家
の
記
録
写
真
が
約
、

、

0
0
0
枚
、

保
存
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
被

爆

直
後
九

軍

属

写

真

家

左

ど

の

撮

影

し

た

も
の
、

調
査
団
の
メ
ン
バ
ー
が
撮
影
し
た
も
の
左
ど
を
加
え
る
と
司

約
二
一
、

0
0
0
枚
の
写

真
が
あ
る
。

ζ

れ
ら
の
写
真
は
句

一
部
分
は
す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、

体
系
的

K
整
理

さ
れ
た
写
真
記
録
と
し
て
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。

と
れ
ら
の
写
真
資
料
を
中
心
に
な
い
て
、

原
爆
災
害
の

・調

査

研

究

の

経

過

と

内

谷

を

編

巣

す
る
と
九

多
少
の
補
足
解
説
を
つ
け
れ
ば
、

一
応
、

各
学
術
分
野
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ゐ
。

そ
し
て
、

仁
科
先
生
が
、

映
画
班
に
指
示
さ
れ
た
企
画
案
が
、

広

島

・

長

崎

の

被

災

地

撮

影



で
、

い
か

K
具
体
化
さ
れ
令

ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
た
か
を
事

豆一
礁
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

。

出

版

の

要

綱

。

題

名

。
吾

首鴻

。
編

集

委

員

「

写

真

に

よ

る

原

爆

災

害

記

録

」

券

仁

科

記

念

財

団

（
順
不
同
、－

山

崎

文

男

田

島

英

中

山

弘

美

宮

崎

友

喜

雄

当
初
の
意
凶
に
も
と
や
つ
い
て

（
仮

題

）

（

日

本

原

子

力

研

究

所

理

事

、、．，，

（

立

教

大

学

理

学

部

教

授

、＿..

（

科

研

化

学

株

式

会

社

常

務

取

締

役

、＿..

（

理

化

学

研

究

所

主

任

研

究

員

、、＿，
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な
・
絵
、

O

出

版

O

版

型

玉

木

英

彦

浜

田

達

篠

原

健

中

根

良

平
宅

詞

仁

釆

助

重

藤

文

夫

服

部

達

太

郎

力日

納

龍

相

原

秀

次

（

東

大

教

授

）

（

理

化

学

研

究

所

主

任

研

究

員

、、－

（

早

稲

田

大

学

理

工

学

研

究

所

教

授

、h・4

（

理

化

学

研

究

所

主

任

研

究

員

、句－

（
東
大
医
学
部
名
誉
教
授

広
島
A
B
C
G
副
所
長
、、ー，，

（

長

崎

大

学

医

学

部

名

誉

教

授

、、－

（

広

島

原

爆

病

院

院

長

、‘”

（

横

浜

日

赤

病

院

院

長

、、．，，

（
原

爆

映

画

の

プ

、、．，，

ロ
一
ア

.::i. 

ー
サ

l

－句、

、、＿＿.

／／ 

各
項
執
筆
者
な
よ
び
専
門
事
項
の
校
関
は
、

右

委

員

の

発

議

K
よ
る
。

・
発
行

A

4

版

（

担

当

豊

島

激

、、＿＿.

光

風

社

書

店

上

製

函

入

、

約

三

五

O
頁



。
写

O

発

行

予

定

O

発

行

部

数

つ

内

容

見

本

ど〉

本

書

の

内

容

図

版

真

原

色

版

二

枚

本 グ

文フ
ビ

中ャ

写写

真言
版

八

O
頁

約

三

O

O
枚

地
図
、

若

干

参

考

図

版

原

稿

（

四

O
O字
詰
）

四

O
O
枚

十

一

月

上

勾

初

版

一、

0
0
0
部

（

予

価

、

五
、

白伸一・ト
J

’W廿

（
八

l
十

頁

）

九

月

下

匂

領

布

目

次

（
概
略
）

原

爆

災

害

の

特

徴

0
0
0
円
、、．，，

-6-



被
爆
当
初
よ
－
D
学

術

調

査

に

わ

た

る

期

聞

に

撮

影

さ

れ

た

写

真

の

う

ち

か

ら

‘

特
徴
を
示
す
も
の
を
選
ん
で
約
八
十
頁
に
構
成
す
る
。

本

文序

文

朝

永

振

一

良E

)'L 

17U 

本

書

の

成

立

会

よ

び

構

成

に

つ

い

て

発

端

a 

原

爆

投

下

の

観

測

と

そ

の

日

の

広

島

・

長

崎

b 

原

爆

投

下

に

よ

る

広

島

・

長

崎

の

気

象

変

化

C 

被

災

者

の

観

察

し

た

原

爆

現

象
概

観

d 

初

期

の

救

護

医

療

活

動

e 

初

期

の

災

害

調

査

活

動

附

原

爆

投

下

よ

D
終

戦

に

い

た

る

経

過

山

崎

文

男

そ
の

-7-



，、
L 3 

原

子

爆

弾

の

判

決

a 

新

型

特

殊

爆

弾

は

原

子

爆

弾

で

あ

る

ー

科

学

者

の

動

員

・

仁

科

博

士

現

地

~ 

b 

原

子

爆

弾

と

決

定

さ

れ

た

会

議

と

そ

の

調

査

の

原

資

料

r、、，

は

じ

め

て

招

介

さ

れ

た

原

子

爆

弾

の

解

説

附

「
原
子

爆

弾
」

仁

科

芳

雄

..... ‘、、

掲

載

「
世
界
」

d 

総

括

原

爆

災

害

に

対

処

し

た

科

学

者

医

学

的

に

み

た

当

時

の

経

過

a 

救

議

活

動

K
－

砕

け

る

現

地

の

医

療

実

績

（

広

島

）

暁

部

隊

、

逓

信

病

院

、

日
赤
、

そ

の

他

（

長

崎

）

針

尾

救

護

隊

、

大
村
、

諌

早

海

軍

病

院

、

そ

の

他

（

新

し

く

発

見

さ

れ

た

資

料

を

含

む

b 

陸

軍

軍

医

学

校

の

調

査

l
最

初

の

報

告

書

出

版

に

い

え

る

経

過

、句・4、』，，

-8-



4 5 6 

C 

京

大

’

九

大

そ

の

他

の

調

査

原

爆

災

害

調

査

活

動

左

ど

a 

学

術

会

議

特

別

調

査

団

の

発

足

ー

映

画

撮

影

隊

の

参

加

b 

日

米

合

同

調

査

団

の

結

成

原

爆

災

害

記

録

映

画

の

採

録

a 

そ

の

製

作

経

過

ー

着

手

K
あ

た

っ

て

何

が

配

慮

さ

れ

た

か

ー

仁

科

博

士

の

構

想

b 

原

爆

災

害

記

録

映

画

の

学

術

上

の

補

足

原

爆

災

害

記

録

映

画

撮

影

以

後

の

問

題

a 

医

学

上

の

問

題

予
9・

-9 ...... 



7 

b a b C 

物

理

学

上

の

問

題

座

三比
日火

メ』
コ:a.

当

時

の

災

害

詞

査

研

究

を

今

日

映

画

製

作

を

か

え

D
み

て

二

次

放

射

能

、

遺
伝
、

線

量
、

の

時

点

よ

り

み

て

A

B

C

C

 

そ

の

他

-1 0ー



版

型

写

真

部

数

内

A

4

版

七二

万

部

発

刊

の

と

と

ば

編
・集

関

係

者

の

と

と

ば

推

薦

者

の

と

と

ば

N坐，

-f:j"' 八

葉

見

本

（
本
と
f

同

じ

大
ーさ

朝

永

振

山

崎

文

男

田

島

英宅

重

藤

文

夫

加

納

龍

（
五
十
音
順
）

）
八

l
十

頁

良6仁



武松田武坂 H 木茅大大
，． 

永 中 見西
。村 仏，江
． 

慎 ク 伊 健

俊氏左安次太 d古 兵ー誠次 一
之 衛 リ
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